
　AくんとBさんが「１から１００までの整数の並んだ紙」をながめています。

２人は１００以下の素数を全て求めることを考えています。

Aくん　「１は素数じゃないからまず消すね。もっとも小さい素数である２
　　　　　に丸をつけて、それ以外の２の倍数を消すよ。」

Bさん　「そうすると、消えずに残った数の中で、もっとも小さい３が次の

　　　　　素数だから丸を付けるよ」

Aくん　「うん、じゃあ３以外の３の倍数を消す。残った中で最小だから、

　　　　　次の素数は５なんだね！」

Bさん　「そう！丸を付けてあげる」

Aくん　「５の倍数も消して、次は７だ。丸を付けて」

Bさん　「うん」

Aくん　「７の倍数も消す。次は１１だよ」

Bさん　「はい、丸」

Aくん　「じゃあ１１の倍数を消そう」

Bさん　「ふふふ。Aくん、もう素数しか残っていないはずだよ」

Aくん　「えっ、何で分かるの？？まだ消そうともしていないのに」

Bさん　「だって、 」

　　　　Edenオンライン・プログラム　（2021年度総合）
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（1） １００以下の素数は何個あるか答えなさい。

（2） なぜBさんは７の倍数を消した残りはすべて素数だと分かったのでしょうか。
にあてはまるように説明を書きなさい。

（3） 2021が素数であるかどうかを調べるために同じ方法を使うと
の倍数を消したところで、2021が素数かそうでないかがわかります。
にあてはまる素数を答えなさい。
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　次の先生と生徒の会話を読み、以下の問いに答えなさい。

【生徒】　先生、インド式計算について教えてください。

【先生】　いいですよ。①（２けた）×（２けた）のかけ算で、１０の位が同じで、１の

　　　　　位が足して１０のとき、②１の位と１０の位で分けて、１０の位と１０の位に

　　　　　１を足した数をかけて、１の位同士はそのままかけると求まりますよ。

【生徒】　じゃあ③６２×６８なら、６×７＝４２と２×８＝１６で４２１６であっていますか。

【先生】　はい、合っています。

【生徒】　でも、どうしてこうなるのですか？

【先生】　それは面積で説明できます。

【生徒】　じゃあ逆に。➃（２けた）×（２けた）のかけ算で、１の位が同じで１０の位が
　　　　　足して１０の場合もできますか？
【先生】　はい、できます。同じように考えてみて下さい。
【生徒】　分かりました！すごく感動しました！

（１） 下線部⓵の条件にあてはまる式全てを選び記号で答えなさい。

（あ）　９１×９９ （い）　６３×４３ （う）　３４×３６ （え）１２３×１２７

（お）　５.８×５.２ （か）　７２×７８ （き）　５５×５５

（２） 下線部②の方法で４３×４７を計算したい。下線部③を参考にして次の「ア」

と「イ」には計算式を、「ウ」には数を入れなさい。

４３×４７なら、「ア」と「イ」で「ウ」となる。

（３） 下線部④について２３×８３の計算式を長方形を用いて説明しなさい。
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　Aは２ケタの整数で、A×Aを１５で割ると１あまります。このようなAは何個ありますか。

　下の図の六角形ABCDEFは一辺が２ｃｍの正六角形です。
□ｃｍと△ｃｍの長さを求めなさい。
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